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研究成果の概要（和文）：本研究では断絶から復活を遂げた杉原紙を対象として，不在の先行世代との関係性の再構築
プロセスを明らかにした。その結果、復活に携わった当事者らの復活の意味づけと世代を超えた技術の再構築プロセス
が明らかになった。一つ目の復活に携わった当事者らの復活の意味づけからは、生成継承性の相互作用が起きる要因と
して歴史性と正統性が重要であることがわかった。次に二つ目の世代を超えた技術の再構築プロセスに関しては物語に
基づいた共同体の再構築と生成継承性の連鎖という点が明らかになった。最後に，文化には消滅と継続の間に睡眠と呼
びうる状況があり，睡眠からの復活を通じてより自由度の高い形で復活が行われることを示した。

研究成果の概要（英文）：This study clarifies reconstruct process of relationship with non-existence 
generation for revived skill which had lost once. I focus on Sugihara paper which passes down at Taka 
twon in Hyogo prefecture. There are two approaches to clarify the purpose. First approach focuses on 
meaning about revival for three people who have conducted to revive skill through life story interview. 
The data show that historicity and legitimacy are important as factors which cause interaction of 
generativity. Second approach focuses on reconstruct process of skill over generation. I interview first 
generation and second generation who conduct revival of skill. The data were revealed that it is 
important to reconstruct community based on narrative and chain of generativity for revival. In 
conclusion, there is sleep mode in culture and revival from sleep makes culture more free change.

研究分野：発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
（１）研究背景 
現代社会においては実践知を素早く、かつ
確実に学ぶ必要がある。知識社会と呼ばれる
現代においては、先行世代が有する実践知を
必要に応じて素早く継承し、適時刷新してい
く必要がある。一方で素早さを優先するあま
り未熟なまま能力を使うことになれば、基盤
となる社会それ自体が危険に晒されること
になる。従って、実践知の継承やそのプロセ
スに関する心理的側面を明らかにし、それに
基づいて知識社会に合致する専門家育成の
在り方を考えていく必要がある。 
 
（２）熟達研究と生成継承性研究の限界 
これまでの熟達研究では先行世代が伝え
ようとしている実践知を本当に受け継ぐこ
とができたのか、後続世代にどのように受け
継いでほしいのかといった先行世代や後続
世代と実践知を学ぶ当事者との関係性に関
しては十分に焦点が当てられてこなかった。
また、生成継承性に関しても先行世代から何
を受け継ぎ、後続世代に何を伝えようとして
いるのかという経験の内実や世代間の関係
性の築き方に関する部分は、むしろ研究の背
景となってしまい十分に研究が進められて
こなかった。 

 
２．研究の目的 
（１）復活に携わった当事者の復活の意味づけ 
一つ目の復活に携わった当事者らの復活
の意味づけでは，なぜ復活をさせようと思っ
たのかという動機と杉原紙復活の関わりに
焦点を当てる。先行世代との関係を取り結ぼ
うと思っても，不在という状況においては直
接的に先行世代と話をしたり，見たりするこ
とができない。そのため，過去の技術に引き
付けられる誘因が乏しい。しかし，一度復活
を志せば，片手間ではできないため生活は復
活が中心になってきてしまう。そのような状
況にもかかわらず，なぜ世代の断絶を埋め，
次の世代に技術を残そうとしてきたのか，そ
の意味づけを明らかにする。その際に，本稿
では複数の当事者たちから当時の状況を羅
生門的に捉え，復活への結びつきや当事者の
相互の関係性などを重層的に浮き立たせる。 
 
（２）世代を超えた技術の再構築プロセ 
一度断絶を経た技術が復活させるとしても，
長期間にわたっていて途絶えていれば，その
過程は容易ではなく，場合によっては世代を
超えて復活を行う必要が出てくる。そこで，
復活をさせた世代が復活に向けて実施して
きたこと，そして，後続世代が現在復活に向
けて実施していること，あるいはこれから実
施しようとしていることを明らかにし，先行
世代の不在の影響とその影響を乗り越える
ための復活のプロセスを示す。 
 
 

３．研究の方法 
（１）断絶から復活を遂げた杉原紙 
 本研究において研究対象としたのは兵庫
県多可町杉原谷地区において100年ほど前に
一度すたれてしまった後、今から 50 年ほど
前に復活が果たされ、現在も継承されている
杉原紙である。 
 復活に携わった当事者らの復活の意味づ
けに関しては三人に研究協力を依頼した。具
体的には復活に際して技術を継承すること
になった杉原紙研究所の元所長で現在技術
顧問の A氏，兵庫とは異なる県の X地域で紙
漉きを行っておりA氏に対して和紙の技術指
導を行った B 氏，そして，行政的に A 氏と B
氏のサポートに当たった C氏である。 
ここで最初に復活を行い，技術を継承した
A 氏を復活第一世代とする。本稿では復活第
一世代より技術を受け継ぐものたちを復活
第二世代とする。世代を超えた技術の再構築
プロセスでは復活第一世代の A氏と，復活第
二世代として加美町（現多可町）役場から転
職して現在杉原紙研究所の職員で紙漉きを
行う D 氏と，岐阜県で紙漉きを 20 年ほど学
び，多可町に移り住んできた杉原紙研究所の
職員の E氏に研究協力を依頼している。 
 
（２）ライフストーリーインタビュー 
①復活に携わった当事者の復活の意味づけ 
復活の立ち上げに深くかかわった A 氏，B
氏，C 氏の 3 人にライフストーリーインタビ
ューを行った。インタビューでは生い立ちか
ら杉原紙に関わるようになるまで，復活への
関与の仕方，復活が自らの人生に果たした役
割という 3点を中心に話を聞いている。それ
ぞれ，フォーマルなインタビューを A氏に対
しては 2 回，B 氏に対しては 1 回，C 氏に対
しては 3回のインタビューを行っている。イ
ンタビューの場所は A氏と C氏に対しては杉
原紙研究所であり，B 氏に対しては X 地域の
和紙会館でそれぞれ 1 回につき 1 時間 30 分
から 2時間程度行っている。 
 
②世代を超えた技術の再構築プロセス 
A 氏に加え，D 氏と E 氏にもライフストー
リーインタビューを行っている。フォーマル
なインタビューを A氏に対しては 1つ目のイ
ンタビューとは別に 2 回，D 氏に対しては 1
回，E 氏に対しては 2 回のインタビューを行
っている。A 氏に対しては復活させて以後，
どのように杉原紙を発展させてきたのか，そ
して，現在をどのように捉えているのか，さ
らに，後続世代にどのように受け継いでほし
いと捉えているのかという3点を聞いている。
D 氏と E 氏に対しては生い立ちから杉原紙に
関わるまで，そして，杉原紙の現在の捉え方，
今後に向けた杉原紙への想いという3点を中
心に話しを聞いた。インタビューの場所は全
て杉原紙研究所であり，それぞれ 1回につき
1時間 30 分から 2時間程度行っている。 
 



４．研究成果 
（１）生成継承性の相互作用が起きる要因 
杉原紙の三者の生成継承性を結び付け，相
互に補い合うように働いた要因は大きく二
点挙げられ，一つに杉原紙の歴史性があり，
今一つにその歴史を語る正統性が挙げられ
る。三者それぞれ立場はちがうものの，杉原
紙の歴史性は復活に関わる一つの動機とな
っている。生成継承性の動機に関する議論で
は，成人になるに従って芽生える社会的に負
うべきとされる責任や望ましさを文化的な
要請と呼び，重要な要素の一つとして考えら
れている。杉原紙は日本の歴史の中でも燦然
と輝く歴史的に著名な和紙といえる。それ故，
歴史ある杉原紙の復活は生成継承性に関し
て社会的な要請という観点から働きかけ，多
数の協力者を産み出したと考えられる。 
この杉原紙の歴史性という点に加えて，正
統性という点も見逃すことのできない重要
な点であろう。A 氏にも B 氏・C 氏にも共通
しているが，藤田氏によって書かれた「杉原
紙」を基に杉原紙の歴史を知り，そして，畏
敬の念を持つに至っている。言うなれば，藤
田氏の著作物が杉原紙の歴史性を示す証左
となっていると言える。藤田氏によって詳細
が明らかになることで，杉原紙の歴史にアク
セスできるようになり，だれが杉原紙の歴史
を語り継ぐことができるのかという正統性
が明らかとなった。 
技術が途絶えたとして，その途絶えた技術
はすべからく復活を果たすわけではない。途
絶えた技術に魅力を感じ，復活に向けて志を
同じにする人々が集う必要もあろう。ここま
で見てき理解されるように，寿岳氏や藤田氏
の尽力があり，杉原紙と杉原谷地区が明確に
結び付けられた。杉原紙の歴史が結び付けら
れたことで正統性が明らかになり，杉原谷地
域に住む人々や関係者の生成継承性が突き
動かされ，復活へとつながったという流れで
あると理解されよう。 
 
（２）技術の復活に至るプロセス 
 失われた技術の復活には物語に基づいた
共同体の再構築と生成継承性の連鎖という
二つの側面からの復活を達成する必要があ
ることを明らかになった。 
物語に基づいた共同体の再構築に関して
は、過去の物語を基にその物語に沿った制作
物が作成できるような共同体を作り上げて
いく。A 氏は藤田氏によって書かれた「杉原
紙」など過去の文献に記された白さという過
去の杉原紙に関する物語に沿って，現代にお
いても白い和紙が漉けるように研究所の中
だけでなく，周辺の整備を含め共同体の再構
築を行っているのである。 
 二つ目が生成継承性の連鎖という側面で
あるここで，先行世代が生成継承性の働きに
よって産み・育てた人や技術，制作物を痕跡
と呼ぶことにする。杉原紙の場合は，藤田氏
による「杉原紙」をはじめ，第三者によって

書かれた杉原紙に関する情報は比較的多く
残っている。そのような情報を基にして，白
い杉原紙を漉くための共同体を再構築する
ことができた。しかし，著作物などはあくま
で生成継承性の働きによって作られた制作
物の間接的な痕跡に過ぎない。このような間
接的な痕跡だけでは当事者の継承の意識が
十分に満たされていない。そこでより継承の
意識を確実なものとするために過去に漉か
れた杉原紙を探す。このように，復活に際し
ては継承の意識を明確なものにするために，
より直接的な痕跡が必要となってくるので
ある。 
 
（３）総合考察 
杉原紙の復活を見ても理解されるように，
一度担い手がいなくなり，文化が途絶えたと
しても，永遠にその文化がこの世から姿を消
すわけではない。途絶えた文化に対して意義
を認める後継者が，当該の文化に関して何ら
かの資料を見つけたり，人伝で聞いたり，建
築物があったりすることを通じてその文化
について知り，かつ正統性が保証されれば，
生成継承性の働きによって再び現前し，止ま
った時計は動き始めるのである。ある意味で
後継者が途絶えた文化に関して資料であっ
たり，人伝えであったりを通じて痕跡が残さ
れている限りは当該の文化が復活する可能
性を有している。逆に言えば，過去の痕跡が
あらゆる形で消えてしまえば，後継者が途絶
えた文化にアクセスできなくなり，現実的に
その文化は失われてしまうといえよう。 
 一度，文化の担い手がいなくなり，途絶え
たとする。その時途絶えた文化を復活させる
誘因のひとつなるのが，その文化の歴史性で
あった。杉原紙の事例を見てもわかるように，
長く栄華を極めたような文化が時間を経て
廃れていき，やがて後継者が途絶えたとして
も，すべてが無に帰すわけではない。ある時
代に大きな足跡を残した文化であればある
ほど，その歴史が呼び水となり，復活の日の
目を見る可能性も高くなるのである。 
このように考えるならば，文化には消失と
継承という二つに分かれるのではなく，その
間の状態として語りによってアクセスはで
きるが，継承はされていないという第三の状
態が存在することが理解されよう。本稿では
このような状態を「眠っている」として捉え，
睡眠状態として措定する。消失，睡眠，継承
という三つの状態は現時点でその状態であ
るからと言って未来も同じ状態であり続け
るといったような固定的なものではない。例
えば，杉原紙のように睡眠から継承へ移行す
ることもあれば，何らかのきっかけ，例えば，
ある文化の資料が見つかることで消失から
睡眠へと移行することもあろう。それぞれの
状態はあくまで現時点での状態を指し示す
ものに過ぎず，非常に柔軟に推移しうるもの
なのである。 
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